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広聴事業昭和63年度

快適な
町民の生の声

各地区で町政

町
で
は
、
新
年
度
予
算
編
成
期
を
控
え
た

一
月
二
十
三
日
か
ら
同
三
+
一

日
ま
で
中
、
六
日
問
、
町
長
を
始
時
各
担
当
課
長
が
直
接
地
域

へ
出
か
け
、

各
地
域
の
要
望
・
意
見
を
聞
く
町
政
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

懇
談
会
は
、
実
利
河
生
活
館
会
場
を
始
め
に
日
進
寿
の
家
ま
で
+
四
会
場

で
行
わ
れ
二
百
六
十
二
名
の
方
が
出
席
し
ま
し
た
。

懇
談
会
は
、
一
地
区
三
時
間
程
度
で
、
最
初
に
平
成
元
年
度
に
予
定
さ
れ

て
い
る
圏
直
轄
事
業
、
道
事
業
及
び
町
の
主
要
な
事
業
計
画
や
状
況
の
説
明
、

次
い
で
、
竹
下
内
閣
の
「
ふ
る
さ
と
創
生
」

事
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
各
市
町

村
に
交
付
さ
れ
る
一
律
一
億
円
の
説
明
が
町
長
か
ら
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
出
席
さ
れ
た
み
な
さ
ん
か
ら
要
望
や
意
見
を
述
べ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
二
百
二
+
九
件
の
要
望
や
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

今
月
号
で
は
、
こ
の
町
政
懇
談
会
で
出
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
内
容
と
町
の

答
弁
要
旨
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

圃
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
が
絶
え
年
い
、

収
集
を
無
料
に
で
き
な
い
か

圏
凹
町
共
同
事
業
で
処
理
し
て
い
る

の
で
難
し
い
環
境
衛
生
美
化
促
進

事
業
と
し
て
、
引
続
き
ゴ
ミ
処
理
券

の
配
付
を
衛
生
組
合
を
通
し
て
行
、
ヲ

干
定
で
あ
る
。
ま
た
、
啓
発
用
看
板

の
設
置
と
広
報
活
動
に
よ
り
不
法
投

棄
に
対
処
し
た
い
。

園
文
化
会
館
、
博
物
館
及
び
旧
美
利

河
駅
前
温
泉
と
ス
キ

l
場
建
設
計
画

+。圃
ス
キ

l
場
は
元
年
度
か
ら
二
ヶ
年

で
実
施
予
定
、
本
年
は

一一
閉
め
ゲ
レ

ン
デ
強
備

(全
体
は
三
面
的
ゲ
レ
ン

デ
)
と
リ
ウ
ト

一
基
、
延
長
千
二
百

灯
を
実
施
。
温
泉
活
用
的
緑
地
盤
備

は
二
ヶ
年
で
実
施
本
年
度
は
管
理

• • 
圏
こ
の
件
に
つ
い
て
は
総
会
的
産
建

委
貝
会
的
付
託
案
件
に
な

っ
て
い
る
。

ル

ト
変
更
を
含
的
た
中
で
、
土
現

に
要
制
し
て
い
き
た
い
.
ま
た
、
道

々
昇
格
が
問
題
卓
、
こ
の
占
ー
を
含
め

て
考
慮
し
た
い
。

区士也丘神

棟
部
分
を
地
工
す
る
.
博
物
館
は
平

成
二
年
度
に
英
利
河
地
区
に
建
設
予

定
。
文
化
会
館
に
つ
い
て
は
平
成
二

年
度
か
ら
捌
査
資
を
計
上
し
、

市
街
地
に
建
設
予
定
。

今
金

園
美
利
河
温
泉
利
用
者
か
ら
苦
情
が

あ
る
野
外
ト
イ
レ
を
衛
生
ょ
が
ら
も

設
置
し
て
ほ
し
い

国
現
在
、
ト
イ
レ
は
温
泉
施
設
内
に

設
置
し
て
い
る
。
溜
式
ト
イ
レ
は
衛

生
上
好
ま
し
く
な
い
。
現
在
的
ト
イ

レ
方
式
を
施
工
す
る
に
は
敷
地
が
無

い
の
で
無
理
で
あ
る
。
ロ
グ
ハ
ウ
ス

の
ト
イ
レ
の
管
理
に
つ
い
て
は
十
分

管
理
人
と
協
搬
す
る
の
で
既
存
の
ト

イ
レ
を
使
用
し
て
も
円
い
た
い
。

園
町
道
亙
ぴ
団
地
内
の
未
舗
装
部
分

園
旧
明
治
乳
業
跡
地
の
利
用
計
画
は

圏
旧
駅
前
再
開
発
を
含
的
た
考
え
方

で
対
応
し
た
い
。
利
用
方
法
に
つ
い

て
は
住
宅
地
造
成
、
文
化
セ
ン
タ
ー

の
建
設
等
を
含
め
た
、
総
合
的
な
見

地
か
り
検
討
し
た
い
。
元
年
度
中
に

計
画
案
を
樹
立
し
た
い
。

聞
農
業
後
継
者
の
花
嫁
対
策
は

園
町
で
は
結
婚
相
談
所
を
設
け
、
+

人
的
相
談
員
が
奔
走
し
て
い
る
。
適

齢
期
的
女
性
的
絶
対
数
が
足
り
な
い

中
で
、
農
家
に
お
嫁
さ
ん
を
迎
え
る

こ
と
は
、
全
国
的
に
深
刻
な
状
態
で

あ
る
。
本
州
府
県
で
は
東
南
ア
ジ
ア

等
か
ら
も
来
て
い
る
。

三
十
歳
を
過

ぎ
る
と
、
な
か
な
か
縦
し
い
の
で
早

め
に
結
婚
す
る
こ
と
も
、

一
つ
め
方

策
と
考
え
て
い
る
。
背
年
同
志
向
交
流

会

(町
内
・町
外
)
等
を
実
施
し
て
い

る
の
で
、
積
極
的
に
参
加
し
て
ほ
し
い
。

国
道
立
養
護
学
校
(
高
等
部
)
の
誘

致
と
建
設
予
定
場
所
は

圏
全
道
的
に
桧
山
を
含
む
三
支
庁
管

内
に
袈
種
学
校
が
な
い
@
陳
情
し
て

い
る
が
義
務
制
は
不
可
能
。
ま
ず
は

誘
致
が
先
場
所
に
つ
い
て
は
諸
条

件
を
勘
案
し
て
決
め
た
い
。

園
旧
駅
前
の
開
発
プ
ラ
ン
は

圏
平
成
元
年
度
か
ら
着
工
す
る
.
道

の
舗
装
化
促
進
を

圃
道
路
の
舗
装
に
つ
い
て
は
、
町
全

体
を
考
慮
し
て
年
次
的
に
実
施
し
た

-
V
 

圃
パ
ス
の
待
合
所
亙
ぴ
バ
ス
停
留
所

の
新
設
を

圏
待
合
所
に
つ
い
て
は
、
地
域
内
事

情
等
を
考
慮
し
て
検
討
し
た
い
。
停

留
所
の
新
設
に
つ
い
て
は
四
町
の
協

議
会
に
提
案
し
た
い
。

園
歩
道
の
除
雪
を
多
く
し
て
ほ
し
い

園
開
発
、
土
現
に
袈
閉
し
て
い
る
。

機
械
力
に
限
り
が
あ
る
が
、
可
能
な

限
り
努
力
す
る
回
答
を
得
て
い
る
。

国
オ
オ
シ
ュ
ブ
ン
ナ
イ
の
滝
壷
ま
で

の
林
道
を
整
備
し
て
ほ
し
い

圏
営
林
署
と
協
議
し
た
い
。
営
林
署

で
は
五
年
後
に
林
道
を
廃
止
し
た
い

意
向
な
の
で
、
町
と
し
て
存
続
に
向

け
て
要
請
し
た
い
。

園
町
道
に
防
雪
柵
の
増
設
を
し
て
ほ

L 
L、圏道
路
改
良
で
防
げ
る
し
の
は
改
良

で
襲
備
。
全
町
的
に
袈
智
一が
多
い
の

で
、
現
地
を
よ
く
鯛
査
し
て
緊
急
度

的
高
い
も
の
か
ら
年
次
計
画
で
設
置

し
た
い
。• 

路
盤
備
、
交
通
広
場
等
補
助
事
業
で

実
施
す
る
。
イ
ベ
ン
ト
会
場
と
し
て

も
利
用
、
弘
、
は
雪
ま
つ
り
、
夏
は
産

業
ま
つ
り
等
、
町
の
ン
ン
ポ
ル
的
な

も
の
も
建
設
し
た
い
。
そ
町
中
で
特

産
物
を
提
供
で
き
る
場
も
設
け
た
い
。

園
涜
雪
溝
施
設
工
事
と
併
行
し
て
、

下
水
道
の
完
備
を

開
園
流
雪
溝
に
つ
い
て
は
、
冬
ト
ピ
ア

事
業
で
実
施
す
る
よ
う
調
査
し
て
い

る
。
国
道
に
つ
い
て
は
平
成
二
年
度

に
着
工
、
四
年
度
に
供
用
開
始
的
予

定
。
さ
句
に
、
近
々
、
町
道
と
実
施

す
る
計
画
で
あ
る
。
下
水
道
事
業
に

つ
い
て
は
、
今
後
円
検
討
課
姐
と
考

え
て
い
る
。

園
地
籍
調
査
後
の
道
路
敷
地
等
の
未

処
理
用
地
の
促
進
を

圏
未
処
理
地
が
相
当
あ
る
。
年
次
計

画
を
も
っ
て
早
い
時
期
に
完
了
し
た

い
。
現
道
路
は
寄
付
、
拡
張
分
に
つ

い
て
は
買
収
と
考
え
て
い
る
が
、
さ

ら
に
、
関
係
者
と
協
議
し
な
が
り
進

め
た
い
@

園
市
街
地
に
駐
車
場
の
造
成
を

盟
交
通
安
全
上
向
指
導
も
十
分
、
実

地
し
て
い
か
な
け
れ
ば
主
ら
ヰ
い
が
、

現
時
占
で
は
既
存
の
駐
車
場
を
利
用

す
る
し
か
主
い
。
旧
駅
前
再
開
発
事

圏

一
級
河
川
利
別
川
災
害
防
止
総
合

ω

改
修
対
策
は

圏
総
合
的
に
盤
倒
し
て
い
き
た
い
旨
、

開
建
か
ら
回
答
を
得
て
い
る
。
近
い

将
来
実
現
は
可
能
と
考
え
て
い
る
。

園
国
道
ニ
=
一
O
号
線
住
吉
か
ら
上
の

急
カ

I
ブ
、
急
勾
配
の
総
合
改
良
対

療
を
圏
昨
年
も
閉
廷
に
要
鯖
し
て
い
る
。

元
年
度
、
バ
イ
パ
ス
計
画
の
鯛
査
費

が
計
上
さ
れ
る
予
定
。
バ
イ
パ
ス
円

建
設
に
よ
り
、
道
々
に
移
管
す
る
、

当
然
問
題
と
し
て
は
改
良
し
て
引
き

渡
す
こ
と
に
主
る
だ
ろ
う
.
さ
ら
に
、

改
良
の
促
進
を
要
梢
し
た
い
.

園
町
道
稲
穂
住
吉
線
不
通
区
間
道
路

の
改
良
新
設
は

区地原金

業
向
中
で
考
慮
し
た
い
。

園
ふ
る
さ
と
創
生
資
金
は
ど
ん
な
事

換
を
考
え
て
い
る
の
か

圏
現
時
占
で
は
決
定
し
て
い
な
い
。

補
助
が
ら
み
の
も
の
に
は
使
え
な
い

の
で
広
〈
.
町
民
同
意
見
等
も
聞
き

な
が
り
考
え
て
い
き
た
い
。

国
水
道
料
金
見
直
し
に
つ
い
て
、
利

用
者
の
声
を
聞
い

τほ
し
い

圏
現
在
的
水
道
料
金
は
、
六
十
年
七

月
に
改
定
、
利
用
者
向
負
担
地
に
な

ら
な
い
よ
う
努
力
し
て
き
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
が
、
人
件
費
、
持
物
価

等
の
値
上
り
に
よ
り
健
全
経
宮
を
椛

持
す
る
た
め
に
は
、
料
金
改
定
を
お

願
い
し
な
け
れ
ば
な
句
な
い
。
料
金

改
定
に
つ
い
て
は
、
消
費
税
を
含
め

た
中
で
、
利
用
者
向
代
表
の
方
遥
と

協
議
し
な
が
句
決
定
し
た
い
。

を賃薗 川 園
考の意 )公
I.~問向 営
し題調 住
て、査 宅
、所は の

実得実 改
施に施 築
しょし を
てるて ( 
い入い 花
き居る 石
fこ市11 。
い限家 種

で圏 全 国
建金 原学
設町 、校
し的 神プ
た視 丘 l
い野 ~}レ

。に の
お 建
い 設
て を
年 (
Ik i¥ 
針 東
西
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舎金町闘牛彊興会

畠嚇水塵大匡貸巴聞く

今
金
町
肉
牛
策
興
会
(
荒
川
力
蔵

会
長
)
が
組
織
活
動
的
部
門
、
北
海

道
ブ
ロ

Y
7
代
表
と
し
て
、

一
月
二

十
七
日
東
京
の
全
国
市
町
村
会
館
で

行
わ
れ
た
第
二
十
八
回
牒
林
水
遊
ま

つ
り
の
全
国
実
績
発
表
、
組
織
活
動

部
門
で
見
事
、
最
優
秀
に
輝
き
、
山
田

町
社
会
教
育
で
は
砂
子
ど
も
達
内

心
に
夢
を
贈
る
e

を
テ
!
?
に
二
月

うつ(Lい力ラーシルエットで

影絵人形劇

今
回
、
公
演
し
て
く
れ

た
の
は
劇
団
タ
や
け
、
主

催
者
は
ニ

ュ
l
ジ
l
ラ
ン

劇
団
タ

林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た。

こ
の
報
告
が
二
月
十
一
日
開
催
さ
れ

ま
し
た
官
ま
つ
り
会
場
の
開
会
式
で

大
勢
門
前
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

振
興
会
内
概
要
に

つ
き
ま
し
て
は

広
報
一
月
号
で
ご
紹
介
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
が
、
あ
ら
た
め
て
概
要

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

今
金
町
で
は
五
十
七
年
に
広
島
県

か
り
黒
毛
和
雄
を
初
め
て
導
入
し
ま

し
た
。
現
在
、
飼
養
戸
数
は
七
十
五

戸、

飼
育
頭
数
は
六
百
四
十
五
頭
で
、

こ
の
七
年
間
で
戸
数
は
二
倍
、
頭
数

は
四
倍
と
、
目
覚
し
い
噌
加
告
示
し

て
い
ま
す
。
娠
興
会
的
メ

ン
バ

ー
は

四
十
歳
台
が
中
心
で
、
若
い
経
営
者

も
多
く
、
青
年
部
、
婦
人
部
の
共
同

活
動
が
特
に
活
発
で
す
。

今
回
向
表
彰
は
、
飼
育
管
理
技
術
、

経
営
の
向
上
、
干
牛
肉
市
場
評
価
が

ん

抜
群
と
高
い
評
価
さ
れ
て
の
表
彰
と

さ

な
っ
た
も
の
で
す
。
荒
川
会
長
は
「

鳩

股
畜
産
物
を
取
り
巻
く
環
境
が
厳
し

必

い
中
で
、
牛
肉
の
自
由
化
が
三
年
後

会

に
迫
っ
て
お
り
、
低
コ
ス
ト
化
対
応

和

が
今
後
の
課
題
、
今
金
町
に
合

っ
た

左

肥
育
方
式
を
刊
立
し
管
理
技
術
円
改

的
世
に
努
力
し
た
い

』
と
意
欲
を
燃
や

し
て
い
ま
し
た
。

十

一
日
総
合
体
育
館
に
お
い
て
、
影

絵
人
形
劇
の
公
横
を
行
い
ま
し
た
。

' . • 
ら
は
ず
れ
た
り
、
ぶ
つ
か
り
合
っ
た

り
、
叫
同
町
市
き
が
デ
コ
ポ
コ
で
あ
っ

た
り
し
て
、
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん

や
子
供
達
町
笑
い
声
が
会
場
い
っ
ぱ

や

/

い

に

す

楽

し

い

主

で

し
た。

J

占

J

ゐ
フ
金
公
演

ド
生
れ
の
へ
レ
ン

・
R

7
Y
7
ギ
ル

さ
ん
他

一
名

で
す
。
午
前

・
午
後
の
二

図
的
公
演
で
出
し
物
は
三

枚
の
お
ふ
だ
外
二
つ
で
し

た
。
三
枚
の
お
ふ
だ
で
は
、
お
し
ょ

一ヲ
き
ん
と
小
坊
主
珍
念
が
力
を
合
わ

せ
て
山
ま
ん
ば
を
退
治
す
る
よ
う
す

を
う
つ
く
し
い
カ
ラ

l
シ
ル
エ

y
卜

と
巧
み
な
操
作
で
演
じ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
大
き
主
か
ぶ
で
は
、
会
場
か

ら
六
人
の
干
供
が
お
手
伝
い
に
入
り

ま
し
た
。
子
供
逮
的
影
絵
が
函
函
か

技とスピードを競うスキー大会
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話題アレコレ

道教育実践表彰

賞を受

の
ホ
テ
ル
ア
カ
ン
ヤ
で
行
わ
れ
橋
本

校
長
と
守
鹿
児
童
会
会
長
が
出
席
し

表
彰
状
と
記
念
品
が
授
与
さ
れ
ま
し

た。
今
固
め
表
彰
は
、
全
道
内
小

・
中

高
校
か
句
団
体
七
校
と
個
人

一
名

町
表
彰
て
、
一
水
年
に
亘
る
全
教
育
活

動
的
実
践
が
認
め
ら
れ
て
の
表
彰
と

な
り
、
昨
年
度
の
健
康
優
良

・
全
国

優
秀
校
内
表
彰
に
続
き
、
二
年
連
続

の
栄
嘗
あ
る
受
賞
の
快
挙
に
、
学
校

長
は
じ
め
学
校
中
、
喜
び
に
溢
れ
て

い
ま
し
た
。

今
金
小
で
は
.
長
年
に

E
り
知

徳
体
意
向
捌
仰
の
と
れ
た
育
成

を
目
指
し
て
家
庭

-
地
域
と

一
体
と

な
っ
て
創
意
に
富
む
教
育
活
動
を
推

進
し
、
優
れ
た
成
果
を
挙
げ
て
い
ま

す
。
と
く
に
文
部
省
内
研
究
推
進
校

と
し
て
、
実
践
し
た
体
力
づ
く
り
で

は
、
児
童
が
年
間
を
通
し
て
王
体
的

に
楽
し
く
活
動
し
な
が
ら
体
力
づ
く

り
が
で
き
る
よ
う
に
教
科
体
育
と
特

別
活
動
的
関
連
を
図
る
と
と

L
に、

P
T
A体
育
行
事
、
親
子
体
力
づ
く

リ
な
と
地
域
の
人
々
の
健
康
に
対
す

る
関
心
を
高
め
る
活
動
を
積
極
的
に

推
進
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
学
校
抽
自
の
「
今
金

今金小

永年の実践を評価され

橋本校長と守屋児童会長

一一一寸
.0.. 
:z;;: 

四
月町
か商
ら工
実会
古血で
さは
れ
る八
消雲
費税
税務
の署
f土グ〉
車哩 む由
みカ
とを
手得
統て

き
を
理
解
し
て
も
ら
お
っ
と
一
月
二
十
四
日
町
民

服

っ
た
す
ば
ら
し
い
掲
示
を
し
て
通
る
人
達

セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
、
消
費
税
の
誘
習
会
を
開
悩

、

例

の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

し
ま
し
た
。

L

局

こ
れ
は
特
別
キ
ヤ
ン
ペ
ン
以
外
は
殺
風

町
内
向
商
工
業
者
や
団
体
職
員
等
百
人
を
超
す

さ

話

景
な
掲
示
板
に
、
女
町
人
だ
け
で
何
か
を

受
構
者
が
あ
り、

あ
ら
か
じ
め
用
意
し
た
バ
ン
フ

た

電

や
っ
て
み
な
い
か
と
吉
ヲ
提
案
で
、
局
内

く

報

レ
y
ト
や
椅
子
が
無
く
な
る
盛
況
で
し
た
・
出
席

て

電

閃
女
性
八
名
が
レ
デ
ィ
ー
ス
フ
方
ラ
ム
を

者
は
メ
モ
を
と
り
な
が
ら
熱
心
に
講
師
の
説
明
に

し

一

組
織
し
て
、
四
人

一
組
で
一
ヶ
月
づ
っ
担

聞
き
入

っ
て
い

ま
し
た
。
説
明
の
あ
と
に
、
さ
ま

目

一

当
し
て
い
ま
す
。
始
め
は
ポ
ス
タ
ー
の
掲

さ
ま
な
警
か
ら
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

注

L
示
等
で
あ
っ
た
が
、
女
性
独
自
の
感
性
を

し
か
し
、
消
費
税
が

生
か
し
て
、
自
分
達
の
手
作
り
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
も
の

ま
だ
、
不
透
明
な
部
分
を
昨
年
七
月
か
ら
出
す
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

や
理
解
し
づ
ら
い
問
題

し

こ
れ
ま
で
に
花
火
、
海
水
浴
、
ブ
ド
ウ
、
謹
賀
新
年

を
抱
え
て
い
る
こ
と
か

ι等
を
掲
示
し
、
二
月
は
お
ひ
な
様
を
題
材
に
し
て
い
ま

ら
税
額
内
出
し
方
な
ど
、
ア
す
。
三
月
号
広
報
が
発
行
さ
れ
る
頃
に
は
ど
ん
な
も
の

一
図
的
講
習
会
で
は
理

摘
が
掲
示
さ
れ
て
い
る
か
楽
し
み
で
す
。

解
が
十
分
な
さ
れ
る
こ

1

藤
井
川
弘
子
代
表
は
今
後
、
町
民
の
人
逮
の
希
望
を
と
り
入

と
は
維
し
い
印
象
で
し
れ
な
が
り
親
し
め
る
も
の
を
掲
示
し
た
い
と
張
切

っ
て

た

。

い

ま

し

た

。

rb:摘は院のとおリ (1 f立のみ)

祐介(衿丘}匡亘池軍

制 (神丘11 ft'f 1:0 111 

?!，(神丘)医ヨ佐藤

七(今金)医E金沢町 1)子(樋"1)
則1二(今世)困:0111真相性)

育襲(神丘)

昭
和
六
十
三
年
度
内
道
教
育
実
践

表
彰
授
賞
式
が
二
月
十
七
日
札
幌
市

ヘレンR マックギルさんとお手恒Lぜ乃子供たち

盛況でした

L一一消費税の講習

一一一寸
板

• • 

ライオノス(tE町民スキー大告が2月48と5日西町杜ス

キー唱で開雌されまLた 2日とも院かで 風L主いスキー

日伺に車まれ小学生か句高校生まで約400人同選手が参加(2 

日間で}し性とスピードを競ゥ熱戦を〈りひろ{ずていま Lf.こ.

〈ライオンズ杯〉大回転
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〈町民スキー大金〉回転
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刷 、宇4年医f]n野 特(今金IIHI佐藤
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トlヰ 6年医亘八亜樫仁(今金)医宣金沢町り子(櫨/111

H 学l年困佐藤直結11今金)回米回由佳里{今金J

t-'11学問区百暗部 智(今金)匡宣石川真部和{今金)

砂中学3'ド区宣揚元 刷仁(今金IIHI佐々 木留美子(今金)
州 校 'Wl'fl 9' 沢 特明

育襲(神丘}

官干(今世)

畳子(今金)

砂中

智子(今金)

畳子(今世}

金今
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一今金小体操をのびのび行う子どもたち

体
撤
」
を
考
案
し
て
子
ど
も
た
ち
の

体
力
噌
進
を
図
る
と
と
も
に
、
学
校

の
喪
山
に
あ
る
学
校
林
町
中
に
父
母

の
協
力
を
得
て
本
格
的
な
ア
ス
レ

チ

Y
7
を
設
置
し
業
問
活
動
と
し
て

活
用
し
て
い
る
。
ま
た
プ

l
ル
で
は

水
泳
だ
け
で
な
く
ボ

l
ル
を
使

っ
た

遊
び
も
取
り
入
れ
る
な
ど
し
て
体
力

づ
く
り
に
努
的
、
大
き
な
成
果
を
挙

げ
て
い
ま
す
。

一
方
、
学
習
指
導
に
お
い
て
も
基

礎
的

・
基
本
的
事
項
の
定
着
を
目
指

し
、
国
語
科
算
数
科
の
指
導
方
法

的
工
夫
に
努
め
て
い
ま
す
。

学
校
で
は
「
今
図
的
表
お
を
校
下

の
父
母
と
も
ど
も
喜
び
、
さ
句
に
努

力
を
重
ね
て
ゆ
き
た
い
」
と
話
さ
れ

て
お
り
ま
し
た
。

今
金
電
報
電
話
局
で
は
正
面
入
口
機
、

掲
示
板
に
毎
月
、
切
り
絵
等
て
季
節
に
合

〕5
 
[
 

3月3日まで掲示されたおひな犠



青色申告会製作

ミロのビーナス

桧山主斤有志由
主製作
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種川体育娠興会製作
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「
ん
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一十
で
事
ふ
れ
帆
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ふ
れ
、
事
バ
仁
。

い
い
て
、

L

べ
ド
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引
脚
曲
酔
有
い
』
券
し
み

3
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L
か
じ
続
出
時
J

い
れ
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つ
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一
か
の
覧
酬
明
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曹

第 2回雷の女王の
梶原博子な

平成門
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今金技能者協会製作
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〔

に
課
税
し
て
き
た

こ
れ
ま
で
の
間
接

税
と
異
な
り
、
ほ

と
ん
ど
す
べ
て
の

物
品
や
サ
ビ
ス

円
売
り
上
げ
を
対

象
と
し
た
税
金
で
、

税
率
は
三

%
で
す
。

消
費
税
は
、
消

費
に
広
く
部
〈
負

担
を
求
め
る
と
い

う
性
格
上
、
い
わ

ゆ
る
非
課
税
の
対

象
と
な
る
の
は
、

土
地
売
買
や
預
金
的
利
子
、

社
会
保

険
医
療
、
教
育
、
社
会
福
祉
の

一
部

な
ど
に
限
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
消
費
税
の
導
入
に
伴
い
、
こ

れ
ま
で
町
物
品
税
、
砂
椅
消
費
税
、

入
場
税
な
ど
の
国
税
、
電
気
税
、
ガ
ス

税
な
ど
の
地
方
税
は
廃
止
さ
れ
ま
す。

園

表① 消費税の納付税額田計算(原則)

年間課税売よ高y~ 年間の課税f土入高)一z 一13 00 
(税抜き"100 税抜き)

=納付税額

表② 簡易課税制度を選んだ場合の計算

課税期間中の 0.6 
課税売上高(税扱き)x;卸売聾者はo3) 納付税額

表③ 限界控除制度によ る計算

年間課税抜3.売きd上)E(百高有-3一D 本来納付す _J塑 ∞万円納付

べき税額 × 税額

負
.担
社の
会軽
妥減
化と
に瓦~
対会
応 1与
をの
確
保

• 

昭
和
二
十
五
年
、
シ
ャ
ウ
ブ
勧
告
に
よ
っ
て
税
制
の
基
本
が
で
き

て
以
来
、
初
め
て
の
大
き
な
税
制
改
革
ガ
こ
の
疋
ぴ
実
施
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
な
か
で
、

わ
疋
し
だ
ち
の
生

活
に
か
か
わ

り
の
深
い
ま
芯
改
革
点
巳
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
ガ
あ
り
ま
す
。

特
に
、
最
低
税
率
向
適
用
範
囲
が

年
収
七
百
三
万
同
ま
で
と
、
大
幅
に

拡
大
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
約
九
O

%
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
、
こ
の
中
に

含
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
ま
し
た
。

ま
た
、
個
人
住
民
税
に
つ
い
て
も
、

税
率
の
き
ざ
み
が

市」
れ
ま
で
の
五

1

一
六
%
の
七
段
階
か
ら
、
五

:
一
五

%
の
三
段
階
へ
と
簡
素
化
さ
れ
ま
し

た

二
歳
ま
で
町
扶
養
親
族
に
つ
い
て
、

十
万
円
円
扶
養
控
除
の
割
増
制
度
が

新
設
さ
れ
ま
し
た
。

さ
句
に
七
十
歳
以
上
町
、
い
わ
由

る
寝
た
き
り
老
人
な
ど
に
か
か
る
扶

養
控
除
額
な
ど
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。
た
と
え
ば
、
七
十
歳
以
上
の

寝
た
き
り
肉
親
と
同
居
す
る
場
合
、

所
得
税
の
控
除
額
は
、
こ
れ
ま
で
の

八
十
万
円
か
句
百
二
十
万
同
と
、
大

幅
に
ア
ソ
プ
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
所
得
税

・
個
人
住
民
税

の
税
率
引
き
下
げ
、
各
極
控
除
額
的

引
き
上
げ
に
よ
り
、
年
収
八
百
万
以

下
で
夫
婦
と
子
供
二
人
と
い
う
標
準

的
な
世
帯
で
は
ニ
O
%
以
上
町
大

幅
減
税
と
な
り
ま
し
た
.
消
費
税
が

導
入
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
消
費
支
出

向
増
加
を
差
し
引
い
て
も
.
ほ
と
ん

ど
の
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
世
帯
の
負
担
は

軽
減
さ
れ
ま
す
。

-
所
得
税
・

住
民
税
・

税
率
構
造
が
簡
素
に

所
得
税
円
減
税
と
税
車
内
段
階
的

問
紫
化
は
世
界
的
な
流
れ
で
す
.
新

し
い
税
制
で
は
、
所
得
税
の
税
率
を

下
げ
、
税
率
の
き
ざ
み
を
昭
和
六
十

二
年
同

一
0
・
五

%
i
六
O
%
の
十

二
段
階
か
ら
、
昭
和
六
十
三
年
内
六

段
階
を
経
て
一
O
%
i
五
O
%
の
五

段
階
に
簡
素
化
さ
れ
、

働
く
人
的
負

担
感
、
不
公
平
感
が
取
り
除
か
れ
る

よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
.

業
者
の
方
は
納
税
義
務
が
あ
り
ま
す
。

計
算
の
し
か
た
は
簡
単
で
す
(
表
①
)
。

前
々
年

(
前
々
事
業
年
度
)
の
年

間
課
税
売
上
高
が
‘
五
億
円
以
下
の

課
税
事
業
者
向
方
は
.
簡
易
線
税
制

度
に
よ
っ
て
諜
税
売
上
高
の
み
か
ら

納
付
税
額
を
計
算
で
き
る
仕
組
み
が

選
べ

ま
す

(
表
②
)
。

ま
た
、
そ
の
年
(
そ
の
事
業
年
度
)

同
年
間
課
税
売
上
高
が
六
千
万
円

未
満
同
課
税
事
業
者
向
方
に
は
、
免

税
業
者
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し、

課
税
売
上
高
に
応
じ
て
納
付
税
額
の

一
部
が
軽
減
さ
れ
る
限
界
控
除
制
度

が
設
け
り
れ
て
い
ま
す
(
表
③
)
。

課
税
期
間
は
、
個
人
事
業
者
向
場

合
は
暦
年
、
法
人
的
場
合
は
事
業
年

度
で
す
。

人
的
控
除
が
大
幅
上
引
き
上
げ

消
費
税
の
仕
組
み
ゃ
計
算
は
簡
単

中
・低
所
得
者
向
所
得
税
同
負
担
を

さ
句
に
軽
減
す
る
た
め
に
、
基
礎
的
主

人
的
使
除
が
引
き
上
げ
句
れ
ま
し
た
。

主
な
内
容
と
し
て
は
基
礎
控
除
、

配
偶
者
住
除
‘
扶
養
佳
除
が
そ
れ
ぞ

れ
、
こ
れ
ま
で
の
三
十
三
万
円
か
り

三
十
五
万
円
に
、
配
偶
者
特
別
住
除

が
十
六
万
五
千
円
か
ら
三
十
五
万
円

に
引
き
上
げ
り
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

教
育
費
が
か
か
る
十
六
歳
か
ら
二

+

消
費
税
の
申
告
と
納
付
は
、
製
造
、

卸
、
小
売
、

サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
各
事

業
者
が
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
た

だ
し
、
前
々
年

(前
々
事
業
年
度
)

同
年
間
課
税
売
上
高
が
三
千
万
円
以

下
何
事
業
者
向
方
は
、
消
費
税
を
納

め
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

前
々
年
(
前
々
事
業
年
度
)
的
課
税

売
上
高
が
、
三
千
万
同
を
超
え
る
事

-
消

費

税

・

広
く

薄
く
負
担
を
求
め
る

消
費
税
は
、
限
ら
れ
た
む
の
だ
け

• 

• • 

四
日幽
副
司
圃
圏
わ
か

っ
た
」
と
言
っ
て
ぼ
く
の
方
を

見
て
に
こ

っ
と
わ
ら
い
ま
す
。
ぼ
く

も
ほ

っ
と
安

心
し
ま
す
。

お
父
さ
ん
は
、
ふ
ぶ
き
の
日
に
一

ど
事
こ
を
お
こ
し
て
い
る
の
で
、
す

ご
〈
き
ま
り
を
ま
も
っ
て
い
ま
す
。

「飲
む
時
は
車
を
お
い
て
い
〈
」
「

曲
と
り
を
も
っ
て
ス
ピ
ド
を
出
さ

な
い

」
「
ど
ん
な
に
前
向
車
が
お
そ

く
て
も
追
い
こ
し
を
し
な
い
」
と
心

が
け
て
い
る
そ
う
で
す
.

ば
〈
も
お
父
さ
ん
に
交
通
安
全
の

こ
と
で
い

つ
も
き
び
し
く
言
わ
れ
て

い
る
の
で
道
路
を
あ
る
く
時
や
自
転

車
内
乗
り
方
に
は
、
じ
?
っ
ぷ
ん
注

意
し
て
い
ま
す
。

事
こ
を
お
こ
し
た
り
、
事
こ
に
あ

っ
た
ら
家
族
み
ん
な
が
悲
し
い
患
い

を
す
る
の
で
、
み
ん
な
で
気
を
つ
け

て
い
ま
す
。

ぽ
く
も
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
交
通

き
そ
く
を
守

っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

俳 句 、
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い
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
、
ぼ
く
は
雪

道
な
の
で
道
路
が
す
べ
る
か
ら
大
じ

よ
う
ぷ
か
な
あ
と
思
い
ま
す
。
学
校

に
行

っ
て
も
勉
強
時
間
に
お
父
さ
ん

は
ぷ
じ
に
学
校
へ
若
い
た
か
な
あ
と

思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
こ

と
を
考
え
て
い
る
と
、
先
生
に
注
意

さ
れ
ま
す
。

お
父
さ
ん
の
帰
っ
て
く
る
時
こ
く

が
だ
い
た
い
決
ま
っ
て
い
る
の
で
、

少
し
で
も
お
そ
く
な
る
と
、
ぼ
く
は

『
お
父
さ
ん
何
時
に
帰
っ
て
く
る
の
」

と
お
母
さ
ん
に
き
き
ま
す
。
で

L
、

お
母
さ
ん
は
、
お
父
さ
ん
と
前
向
ぱ

ん
に
け
ん
か
を
し
た
時
は
、
と
て
も

冷
た
く
て
、
い
〈
ら
き
い
て
も
、
お

父
さ
ん
の
こ
と
を

一
言
も
口
に
は
出

し
ま
せ
ん
.
で
も
、
ぼ
く
が

「
ふ
ぷ

い
て
き
た
ね
、
大
じ
よ
う
よ
か
な
L

と
言
う
と
お
母
さ
ん
は
、
口
に
は
出

さ
な
い
け
ど
、
お
父
さ
ん
が
帰
る
時

こ
く
に
な

っ
て
も
お
父
さ
ん
が
帰

っ

て
こ
な
い
と
心
配
し
て
い
る
よ
う
に

み
え
ま
す
。
「
今
、

品
ぶ
き
で
帰
れ

な
い
の
で
今
ば
ん
は
校
長
先
生
町
家

に
と
ま
る
か
旬
、
か
き
を
か
け
て
ね

て
い
な
さ
い
し
と
お
父
さ
ん
か
ら
電

話
が
く
る
と
、
お
母
さ
ん
は
「
フ
ん

お

父

さ

ん

の

交

通

安

全

今
金
小
四
年

本

間

顕

ぼ
く
の
お
父
さ
ん
は
、
せ
い
と
が

四
十
人
し
か
い
な
い
学
校
内
先
生
で

す
。
ぼ
く
の
家
族
は
今
金
の
町
に
住

ん
で
い
る
の
で
、
お
父
さ
ん
は
、
学

校
ま
で
草
で
通

っ
て

い
ま
す
。

お
父
さ
ん
は

「と
中
で
何
か
あ

っ

た」り
こ
ま
る
か
ら
、
ゆ
と
り
を
持

っ

て
出
な
け
れ
ば
な
勺
な
い
。
」
と
言

っ
て
必
ず
毎
朝
、
七
時
五
十
分
に
は

家
を
出
ま
す
。

学
校
で
何
か
あ
る
と
き
は
.
お
母

さ
ん
に
「
今
日
、
ち
ょ
っ
と
お
そ
く

な
る
か
ら
。

」
と
電
話
を
し
て
き
ま

す
。
す
る
と
お
母
さ
ん
は
「
何
時
に

帰
っ
て
く
る
の
」
と
聞
き
ま
す
。
「
九

時
こ
ろ
か
な
あ
し
と
お
父
さ
ん
が
答

え
る
と
、
お
母
さ
ん
は
き
ま

っ
て
「
お

酒
を
の
む
町
」
と
聞
く
と
、
お
父
さ

ん
は
「
い
や
、
ジ
ュ
ー
ス
だ
」
と
答

え
ま
す
。
本
当
は
、
お
酒
を
飲
み
た

い
の

に
か
わ
い
そ
う
だ
な
あ
と
ば
く

は
思
い
ま
す
。

朝
に
お
母
さ
ん
は

「
お
そ
く
な

っ

た
か
ら
お
〈

っ
て
」
と
言
ヲ
と
お
父

さ
ん
は

「
い
い
よ
し
と
や
さ
し
く
言
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「
み

ん

な

の

広
場
L

は
、

町
民
の
皆

さ
ん
に
投
稿
し

て
い
た

だ

い
た
作

品
を

紹

介
し
た
り
、

皆

さ

ん

の

伝

言
を
お
手
伝
い
い
た
し
ま

す



高
知
百
台
ぇ

-v
六
+
三
年
度
町
税
は
三
月
末
日
ま

で
に
納
入
を

三
月
は
、
町
の
昭
和
六
十
三
年
皮

肉
決
算
期
で
す
.

町
税
の
納
入
は
も
っ
お
済
み
で
す

か
。
お
忘
れ
の
方
は
い
ま
せ
ん
か
。

町
税
は
、
町
が
い
ろ
い
ろ
な
事
業

を
行
う
た
め
の
大
切
な
財
源
と
な

っ

て
い
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
納
め
ま

ーし
ょ
、
ヲ
。

ま
た
、
な
に
か
の
事
情
で
滞
納
さ

れ
て
い
る
方
は
、
随
時
、
納
税
に
つ

い
て
の
相
談
を
税
務
課
徴
収
係
て
受

け
付
け
て
お
り
ま
す
。

皆
さ
ん
の
官
官
し
の
中
に
生
か
さ
れ

て
い
る
町
税
何
年
度
内
向
納
入
に
つ

い
て
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。3月みんなの健
〈
税
務
課
徴
収
係
〉

。ある 自のあなた命写真をさ Lあげます

-v
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧
に
つ

い
て土
地

家
屋
及
び
償
却
資
産
内
線

税
台
帳
を
次
の
と
お
り
縦
覧
い
た
し

ま
す
。

戸し
号
ロ

一
、

期

間

三
月
一

日
か
ら
三
月

三
十
日
ま
で

三
、
場

所

役

場

税

務

課

-v
保
険
料
が
四
月
か
ら
改
定
さ
れ
ま

す

l
月
額
八
千
円
に

l

国
民
年
金
は
、
加
入
者
向
方
が
老

齢
に
主
っ
た
と
き
、
不
幸
に
し
て
事

故
や
病
気
で
障
害
者
や
母
子
世
帯
と

な
っ
た
と
き
に
、
年
金
に
よ

っ
て
生

活
の
安
定
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

現
在
、
北
海
道
で
は
約
五
十
万
人

の
方
が
年
金
を
受
け
て
い
ま
す
が
.

年
々
受
給
者
は
増
加
し
、
ま
た
、
年

金
額
の
改
定
に
よ
り
、
年
金
を
支
給

す
る
た
的
の
財
源
は
増
え
続
け
て
い

ま
す
。

年
金
を
支
給
す
る
た
め
に
必

要
4
財
源
は
、
加
入
者
の
方
が
納
め

る
保
険
料
と
囲
内
負
担
金
な
ど
に
よ

っ
て
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
.

国
民
年
金
制
度
を
他
金
に
運
営
し

て
い
く
た
め
に
、
保
険
料
を
平
成
元

年
凹
月
か
ら

一
か
月
八
千
円
に
改
定

し
ま
す
が
、
改
定
に
あ
た

っ
て
は
加

入
者
同
方
向
急
激
な
負
但
地
を
さ
け

る
た
め
に
段
階
的
に
引
き
上
げ
る
こ

• • 

耳l 目 対能者 実施日 時 r.1J 対草地区 全 士場 内 寄

① 手L 児 相 1炎 生後6， 9ヶ月児 2日刷
.gt f~J 

全地区 町民センター 保削指lfl9 : 30-10 : 00 

② l成6ヶ月児他診 生徒11l政 7、8 H 丑N H " 
問語、楠眠医附法相

ヶ児 12 : 30-13 : 00 歯科指if.l" fA~随指呼

6日(月) t人柄初iセンタ

13日間 町 民センター

③ 般 相i 1炎 全 {土 民 10: 00-15: 00 H 地J.I!れLI~ 、 {且凶揃岨
20日開 主人制祉センター

27日開 町民センタ ー

@ 妊婦相談(母親学級) 妊婦の方 14日(刈
丑イj H H 柏喝2、4:f釘刊血描指柚棚f、I'E保肋拙臨肺時岨折
12: 45-13: 30 

⑤ ii 日己 "持 也 生怯 3ヶ月児 16日同
受付 H " 保闘相押
9 : 30-10 : 00 

⑥ 手L 児 随 "、~ 生f去し947、10‘ H 丑N " " 
!日I;~. 身f，.j.:JI側、 J会軒、指曲導

12ヶ月 12 : 30-13 :∞ 科柿崎常甚指時出陣

⑦ 主要医地区巡回診療 全 住 民 23日同
丑什 M " 世昨外科E会県
14 : 30-15 : 00 

③ 目立 脱 健 '、へJ 生臼以後上2町ヶ幼月児と25 27日仰) 13: 00-14: 00 H 今 金保随所 阻|則師X輔jjl出

と
に
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
理
解
を

お
願
い
し
ま
す
。

〈
函
館
社
会
保
険
事
務
所
v

v年
金
相
談
日
の
お
知
ら
せ

年
金
に
関
す
る
質
問
や
相
談
を
次

向
日
程
で
お
受
け
い
た
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
利
用
し
て
く
だ
さ
い。

コ
し
-一言
回

一
、
と

き

三

月

二

十

四

日

幽

午
前
九
時
三
十
分

i
午
後
四
時

二
、
と

こ

ろ

役

場
町
民
相
談
室

三
、
相
談
只
函
館
社
会
保
険
事
務

所
職
員

一
名

〈
町
民
福
祉
制
昨
年
金
係
V

V
消
費
税
の
鋭
明
会
開
催
に
つ
い
て

本
年
、
凶
周

一
日
か
ら
課
税
さ
れ

ま
す
消
費
税
の
説
明
会
を
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。

コじ
一一言ロ

と

き

三
月
二
十
四
日山由

午
後
二
時
l
四
時
ま
で

と

こ

ろ

今

金
町
民
セ
ン
タ
ー

対

象

事

業

者
対
象
と
し
ま
す
@

V
危
険
で
す
ノ

あ
ま
い
言
葉
と
白
い
粉

最
近
内
党
せ
い

刑
事
犯
の
傾
向
と

し
て
、
郁
市
削
仰
の
み
な
り
ず
、
地
方

へ
の
浸
透
が
見
ら
れ
残
念
な
こ
と

に
、
こ
こ
桧
山
北
部
で
も
三
年
連
続

し
て
、
党
せ
い
剤
に
よ
る
倹
挙
者
が

出
て
い
ま
す
。

党
せ

い
剤
等
の
薬
物
の
乱
用
は

社会福祉協議会だより
lY:'feの皇学園 ~Xf聞 社全tii祉協議会へ多輔の
'::l昨日Jあ'1がとす 二7いまLた。

l世休略)

〈札幌市〉 〈乙部町〉 II 市甘去

~t;毎iû共同募金会 三 陪金四郎 付上 i昭士郎
片岡洋 三 〈轟町〉 土古昔止;日;

高松 江 金丸盟ー 南町 1供会

〈小樽市〉 〈大成町〉 北'l'm柏カlナIi支リ部ヤ合 |

沼田 巌 大野融己 村 端正一

〈八宮町〉 〈長万部町〉 今金8u除式会社
'"ι!.:lJ.'時ニ式，駐会車E社 出水清子 H守ー f~式会 11

且川留吉 高描盛雄 岡本晶陣
〈江差町〉 〈今壷町〉 伊東 7ミエ

福島福松 犬壇アサ子 今村 ，告

国仙吉郎 金原老人クラブ

〈且R町〉 豊田老人クラブ

上野月修理 桂川ヨキヱ

〈瀬棚町〉 下回屋春子

'1' 山明英 折軍高居

乱
用
者
自

身
を
む
し

ば
む
だ
け

で
な
く
、

家
庭
を
破

壊
し
社
会

に
大
き
な

弊
害
を
も

た
句
す
こ

と
に
な
り

ま
す
。こ
う
し

た
薬
物
内

乱
用
を
追

放
す
る
た

め
、
町
内

に
覚
せ
い
剤
乱
用
防
止
推
進
貝
を
委

嘱
し
、

地
域
に
密
着
し
た
き
め
細
か

な
啓
発
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

党
せ
い

剤
乱
用
防
止
推
進
員
が
出

向
い
た
際
に
は
、
啓
発
活
動
に
御
協

力
く
だ
さ
い
。
〈
今
金
保
健
所
V

V
危
険
物
取
扱
者
説
験
の
実
施
に
つ

い
て平
成
元
年
度
第
一
回
試
験
を
次
円

と
お
り
行
い
ま
す
。

コL守口

I
名

称

平

成

元

年

度

第

一
回
危

険
物
取
扱
者
試
験

2
願
部
受
付
期
間
平
成
元
年
凶
月

三
日
開
1
四
月
十
四
日
幽
ま
で

3
試
験
日
平
成
元
年
五
月
二
十
一

• 

い
ま
身
に
つ
け
さ
せ
よ
う

子
供
へ
の
受
通
道
徳

三
月
に
入
り
暖
か
く
な

っ
て
く
る

と
、
子
供
た
ち
は
待
っ
て
い
た
か
円

ょ
う
に
外
で
遊
び
は
じ
め
ま
す
。
思

い
切
っ
て
体
を
動
か
せ
る
の
が
、
と

て
も
う
れ
し
そ
う
で
す
。

し
か
し
、
こ

の
時
期
に
怖

い
肉
は

交
通
事
故
1

1
特
に
入
国
入
学
を

控

え
た
子
供
の
死
亡
ニ
ュ
ー
ス
ほ
ど

悲
し
い
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

指
導
を
繰
り
返
し
習
慣
づ
け
を

昭
和
六
十
二
年
内

「交
通
統
計
」

に
よ
る
と
、
占
ハ
成
以
下
町
子
供
向
歩

行
中
に
起
き
た
交
通
事
故
は
五
千
四

百
七
件
。
こ
の
う
ち
五
五

-
七
%
は
、

「
と
び
出
し
」
が
原
因
に
よ
る
も
の

で
す
。
こ
れ
句
の
事
故
を
発
生
時
間

帯
で
み
る
と
、
最
も
多
い
時
間
帯
は
、

午
後
四
時
か
ら
六
時
ま
で
で
、
こ
の

時
間
帯
に
発
生
す
る
事
故
が
、
全
体

の
約
一
一八
%
を
占
め
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
事
故
を
減
」
り
し
て

い
く

に
は
、
ま
ず
両
親

(大
人
)
が
幼
児

の
む
つ
特
性
を
知
り
、
そ
れ
に
応
じ

た
具
体
的
な
交
通
安
全
の
た
め
の
指

導
を
繰
り
返
し
行
い
習
慣
づ
け
を

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

通
園
・
通
学
路
を
一
緒
に
歩
ニ
う

幼
児
向
主
な
持
性
は
、

な
も
の
で
す
。

①

一
つ
の
も
の
に
注
意
が
向
く
と
、

周
り
の
も
の
が
目
に
入
ら
な
い

例
え
は
、
手
か
り
放
れ
た
風
船
や

転
が
っ
た
ポ

l
ル
を
追
い
か
け
て
、

道
路
に
と
び
出
す
な
ど
の
行
動
で
す
。

②

気
分
に
よ

っ
て
行
動
が
変
わ
る

子
供
は
喜
怒
哀
楽
が
激
し
〈
、
感

情
に
よ

っ
て
思
わ
ぬ
行
動
を
起
こ
し

か
ね
ま
せ
ん
。

③

抽
象
的
な
曹
葉
だ
け
で
は
、
ょ

〈
理
解
で
き
な
い

「危
な
い
よ
」

「

気

を
つ
け
て

ね
」
と

い
う
具
体
性
的
な
い

言
葉
だ

次
的
ょ
っ

〕日〔

ロu
ロU

4
試
験
地

江
差
町

諜
願
書
に
つ
い
て
は
、
三
月
中
旬
頃

に
今
金
消
防
支
署
に
お
い
て
あ
り
ま

す。V
臨
時
事
務
員
募
集

町
で
は
、
四
月
か
ら
勤
務
す
る
臨

時
事
務
員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま

す
.

司

H
」

寺
"

一
、

募

集

人

員

七

名

年
齢
十
八
歳
か
句
三
十
歳
ま
で
町

女
子

ニ

希
望
者
は
履
歴
瞥
を
三
月
二

十
固
ま
で
に
総
務
課
総
務
係
ま
て

徒
出
願
い
ま
す
。

け
で
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
ど
う
し
て

危
な
い
向
か
、
何
を
気
を
つ
け
れ
ば

よ
い
の
か
を
理
解
さ
せ
る
こ
と
が
大

切
で
す
.

④

物
事
を
単
純
に
し
か
理
解
し
な

L
 
手
を
上
げ
さ
え
す
れ
ば
、
い
つ
で

も
ど
こ
で
も
車
は
止
ま
る
と
思
い
こ

ん
だ
り
、
信
号
が
背
に
変
わ
る
と
、

車
内
停
止
を
確
認
し
な
い
で
走
り
出

す
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

⑤

大
人
の
ま
ね
を
す
る

大
人
が
近
〈
の
横
断
歩
道
を
渡
ら

ず
に
道
路
を
横
断
し
た
り
、
信
号
無

視
を
す
る
の
を
見
る
と
、
ま
ね
を
し

ま
す
.

⑥

幼
児
は
視
野
が
狭
〈
、
視
点
が

低

L
幼
児
的
視
野
は
大
人
よ
り
狭
〈
、

視
点
は
大
人
よ
り
も
低
い
た
め
、
物

陰
か
ら
出
て
く
る
車
な
ど
が
見
え
ず
、

と
び
出
し
て
し
ま
い
ま
す
。

特
に
、
入
国
入
学
を
控
え
た
お

子
さ
ん
が
道
路
に
出
る
と
き
や
道
路

を
渡
る
と
き
は
、
必
ず
い
っ
た
ん
止

ま
っ
て
右
左
を
確
認
す
る
習
慣
を

身
に
つ
け
さ
せ
ま
し
ょ
ヲ
。
ま
た
、

両
税

(大
人
)
が
事
前
に
通
園
路
や

通
学
路
を
子
供
と

一
一
緒
に
歩
き
、
危

険
な
場
所
を
冊
隠
し

そ

れ

」
り
の
場

所
で
は
ど
の
よ
う
む
こ
と
に
気
を
つ

け
な
け
れ
ば
主
句
な
い
か
を
、
具
体

的
に
教
え
て
あ
げ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

〕



T ミrzJ刀や訪日君
奇才寸 来

3月の休日当番医
宮⑦3021棚)院し頼病山奇{愉5日

8②0324 金)碇(今医回
，~­
，~， 

凶12日

8④5011 院(北桧山)病平19日

fiC2l0221 今金町国保病院(今金)21日

E④5321 北桧山町国保病院(北絵山)26日

やややや令や 住民の動態 令令令ややや

1 月末現在

JlIJ月対i七

(ー14)

(-3) 

4，190人

2，502世情(- 3) 

clおたんじようおめでとう

( -11) 

口 8，135人

3，945人

世部数

男

女

、
/
 。

石1月11日(範久丸 2男)白由悠¥杉林

田町

1月15日(憾 な2男)下メ yプ高古

1月18日(功さん長女)犬和町

1月13日(賢次郎九長女)栄
まあ

真央、

元ffl'，な
小酋

清水

2月2日(秀ーさん長女)八幡町

2月5日(忠彦三長女)中車田

町
水
道
の
供
給
停
止
で

自
衛
隊
の
出
動
を
受
け
る

進

町

士
口

下花石

御 ~5

中 121田

下稲穂

瞳'な

久保田みな美 、

山崎みゆき~

79歳日

本

{工

76歳

73歳

57歳

76歳

遠百事

45歳

88品主

~お〈やみもう L あげます

l月26日

1月27日

2月2日

2月5日

2月7日

2月10日

2月15日

エイさん

相馬 知子さん

西国 石造さん

木村喜一郎さん

工藤 キェさん

庫元 勇三

回村友三目1¥さん

石神

発
行
/
北
海
道
今
金
町
役
場

Q
②

0
1
T番

町
で
は
二
月
五
日
以
来
的
水
道
水

汚
染
で
、
追
を
通
じ
八
日
朝
函
館

陸
上
自
衛
隊
第
二
十
八
普
通
科
連
隊

の
給
水
ト
レ
ラ
六
台
と
寸
七
名

町
隊
只
の
出
動
を
受
け
給
水
を
し
ま

し
た
。

一
昨
年
の
山
菜
採
り
の
行
方
不
明

(
三
日
間
的
出
動
)
に
続
く
大
が

か
り
な
派
巡
で
、
問
を
は
じ
め
、
町

民
か
句
大
変
感
謝
さ
れ
て
い
ま
す
。

(12) 

編嘉
吉

V
当
不
足
と
峻
公
で
開
催
が

心
配
さ

れ
た
古
ま
つ
り
も
、
町
を
挙
げ
て
の

取
組
み
と
、
地
一
応
出
身
者
を
迎
え
て

の
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
ス
キ
の
招
へ

い
や
松
山
支
庁
始
的
、

一二
一
川
町
古
年

連
の
特
別
参
加
も
あ
り
、
大
勢
の
見

物
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
ほ
ん
と
う

に
小
さ
な
町
の
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
で

し
た
。

'v
各
々
思
い
を
込
め
て

一
生
懸
命
製

作
し
た
、
す
ば
ら
し
い
大
小
五
十
法

的
百
像
、
ス
ペ
ス
の
関
係
で
全
部
を

ニ
紹
介
で
き
な
い
の
が
践
念
で
す
0

・v函
館
か
ら
雪
ま
つ
り
に
駆
け

つ
け

て
く
れ
た
若
い
二
人
、
大
衆
門
前
で

彼
女
を
抱
き
上
げ
記
念
写
真
、
若
い

っ
て
い
い
で
す
ね
。

編
集
/
企
画
調
整
課
広
報
広
廊
係


